
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６２０

若手研究(B)

2015～2013

DMEKインジェクターの開発

Manufacture of DMEK injector

２０５７４７００研究者番号：

山口　昌大（Yamaguchi, Masahiro）

順天堂大学・医学部・助教

研究期間：

２５８６１６５３

平成 年 月 日現在２８   ６   ９

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：細胞密度3000/mm2を超える培養角膜内皮細胞シートを用いて、細胞障害が少ない角膜内皮移
植術（DMEK）専用のインジェクターの検討、開発を行った。In vitroで10%、ex vivoで20％の内皮細胞減少率であった
DMEKインジェクターを用いて水疱性角膜症ウサギモデルに移植し、術前より機能マーカーのタンパク発現が増強するこ
とがわかった。臨床手術に施行し、操作性に問題はなく、手術は合併症を起こすことなく終了した。今後ドナーグラフ
トのみならず、再生医療分野で培養内皮細胞シート、iPS細胞分化内皮シートを利用した角膜移植が行われる際のイン
ジェクターとして用いることが可能であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Our purpose was to develop and assess DMEK specific injector to reduce corneal 
endothelial damage with cultured corneal endothelial cell. DMEK injector, with which corneal endothelial 
cell was reduced 10% in vitro and 20% ex vivo, was used in corneal transplantation in bullous rabbit 
model. Protein expression of functional marker in cultured corneal cell was reinforce after 
transplantation. DMEK surgery was performed with injector, in result of non complication. Our results of 
using DMEK injector with cultured corneal endothelial sheet may help not only for donor graft, but for 
cultured corneal endothelial cell or iPS cell in clinical application.

研究分野： 角膜内皮

キーワード： 角膜内皮移植　DMEK　培養角膜内皮細胞
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うと、シャーレ上に培養した内皮細胞に比べ
て、ポンプ機能のマーカーである
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